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①① 誰 も使 ド誰 も使 ド

公衆無線LAN（Wi-Fi）とは １

エリア範囲は狭いが 高速・大容量の通信ができる

③③ サービスエリアはスポットだが高速サービスエリアはスポットだが高速
法律上の免許（ライセンス）が不要であることから誰でも手軽に
利用できる通信インフラ
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オーナーが自由にNW構築
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エリア範囲は狭いが、高速 大容量の通信ができる

【 エリア範囲 】
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普段使っている端末が、世界中のWi-Fiスポットで利用できる
【 通信速度 】

②世界共通どこでも使えるデファクトスタンダード②世界共通どこでも使えるデファクトスタンダード
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（出典） 無線LANビジネス推進連絡会資料
（公衆無線LAN利用促進セミナー）



訪⽇外国⼈による⽇本のWi-Fi環境の評価 ２

 訪日外国人にとって日本滞在中にあると便利な情報は、「無料Wi-Fi」（観光・レジャー目的で54.7％）が一位。

 日本の無料Wi-Fiに「満足」した訪日外国人は63.6％。「不満足」が3.7％、「十分ではない」が32.7％。

 訪日外国人の利便性を高めるには スマートフォンやタブレット端末等への観光情報等の提供を円滑に 訪日外国人の利便性を高めるには、スマ トフォンやタブレット端末等への観光情報等の提供を円滑に

行うことが重要。

日本滞在中にあると便利な情報 日本の無料Wi‐Fiに対する満足度日本滞在中にあると便利な情報 日本の無料Wi‐Fiに対する満足度
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（出典） 観光庁「訪日外国人消費動向調査（平成27年10-12月期）」 （出典） 2013年12月総務省調査
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Wi-Fiの耐災害性

災害 生時 音声通話 輻輳

３

災害発生時、音声通話は輻輳により
通信規制を行わざるを得ない状況

図：災害発生時の連絡手段（東日本大震災発災時）

平成23年12月27日公表「大規模災害等緊急事態における通信確保の在り方」についての最終取りまとめより
（総務省「大規模災害等緊急事態における通信確保の在り方に関する検討会」の最終取りまとめ）

ＳＮＳやスカイプなど インＳＮＳやスカイプなど、イン
ターネットを活用した連絡
手段の有用性が高い

これまでの災害時の経験を踏まえると 固定電話や携帯電話が輻輳等のために利用でこれまでの災害時の経験を踏まえると、固定電話や携帯電話が輻輳等のために利用で
きない場合でも、公衆無線ＬＡＮ等を通じてインターネットにアクセスすることにより、災害
情報等を効果的に受発信することが可能となっている。



無料Wi-Fi環境整備の全体像 ４

無料Wi-Fi環境の整備は、投資インセンティブの⼤きさによって、
① ⺠間が整備を主導する商業施設
② ⾏政が整備を主導する公共的な観光・防災拠点

の２つに分類され 官⺠が連携しながら それぞれ整備を推進の２つに分類され、官⺠が連携しながら、それぞれ整備を推進
このうち、総務省が整備⽀援を実施しているのは、②の公共的な観光・防災拠点
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整備を行う地方公共団体への支援を実施施設所有者への働きかけを実施

※ 図中の「％」は各施設・拠点の整備率。①の整備率は、平成27年5月の総務省研究会報告の調査結果（推計値）の数値。②の整備率（学校を除く）は、同年5月の当該
調査結果（推計値）の数値を母数に、28年２月の地方公共団体実態調査結果（推計値）から算出。なお、学校の整備率は、文科省の調査結果（平成27年３月）の数値。



無料Wi-Fi環境整備の今後の取組⽅針 ５

○ 平成28年４⽉１２⽇の「未来投資に向けた官⺠対話」で、総理から⽂科⼤
⾂に対し、初等中等教育の情報化に向け、総務・⽂科・経産省の３省連携によ
る政策パッケージの取りまとめを指⽰。これを受け、４⽉19⽇の産業競争⼒る政策 ッケ ジ 取りまとめを指⽰。 れを受け、 ⽉ ⽇の産業競争⼒
会議において、総務⼤⾂より「教育に利⽤可能なWi-Fi」を含む３施策に関し
て発⾔。

○ また、 「⽇本再興戦略2016」では、「2020年までに主要な観光・防災拠
点における重点整備箇所（避難所・避難場所に指定された学校等を含む（推計
29000箇所（箇所数は今後さらに精査）））について 国が本年中に作成する29000箇所（箇所数は今後さらに精査）））について、国が本年中に作成する
整備計画（今後、毎年度改定を予定）に基づき、無料Wi-Fi環境の整備を推進
する」ことを閣議決定（平成28年６⽉２⽇）。

1.避難場所・避難所に指定された学校を中⼼に、各地⽅公共団体に
対して 積極的な周知を実施対して、積極的な周知を実施

2.本年夏頃に各地⽅公共団体に調査を⾏い、年内に整備計画を作成
3 整備計画に基づき 2020年に向けて 無料Wi Fi環境の整備を3.整備計画に基づき、2020年に向けて、無料Wi-Fi環境の整備を
推進



防災拠点である学校のWi-Fi整備イメージ

○ 総務省の補助事業では 避難場所 避難所に指定された学校において住⺠が避難す

６

○ 総務省の補助事業では、避難場所・避難所に指定された学校において住⺠が避難す
る場所（体育館、グラウンド、教室（１学年に1クラス程度））におけるWi-Fiアクセスポイント、伝送路
（LANケーブル）等の整備が対象。
また 既存の伝送路が細い場合には 利⽤⽬的に応じて 増設等の必要な環境整備また、既存の伝送路が細い場合には、利⽤⽬的に応じて、増設等の必要な環境整備

を⽀援（教育目的に特化した整備は除外）。
○ ⽀援対象となるアクセスポイントの数は、１校当たり５〜10程度を想定（全国の小・中学

校１学年当たり 学級数は平均約３クラ ）

Wi-Fiアクセスポイ
ント 避難場所・避難所に

校１学年当たりの学級数は平均約３クラス）。

避難場所・避難所に
指定された学校

体育館

伝送路設備
体育倉庫

既存の伝送路が細い場合には、利⽤⽬的
に応じて、増設等の必要な環境整備を⽀
援

１学年に1クラス程度のアクセスポイントが対象

体育倉庫

⾚枠部分：総務省補助事業による⽀援対
象

インターネッ
ト



①観光・防災Wi-Fｉステーション整備事業 ２．６億円 （２．５億円<27当初> 及び ８．０億円<26補正>）⇒ 一般財源
②公衆無線LAN環境整備支援事業 （携帯電話等エリア整備事業）１２ ６億円の内数（新規）⇒ 電波利用料財源

Wi-Fi環境の整備促進（平成28年度当初予算）29年度スキームは検討中 ７

②公衆無線LAN環境整備支援事業 （携帯電話等エリア整備事業）１２．６億円の内数（新規）⇒ 電波利用料財源

• 観光や防災の拠点等における来訪者や住民の情報収集等の利便性を高めるため、観光拠点及び防災拠点等（※1）における

Wi-Fi環境の整備を行う地方公共団体・第三セクターに対し、その費用の一部を補助（※2）する。

概 要：

Wi Fi環境の整備を行う地方公共団体 第三セクタ に対し、その費用の 部を補助 する。

（※1）観光拠点：観光案内所、文化財、自然公園・都市公園、博物館等
防災拠点：避難場所、避難所、官公署

（※2）補助率：地方公共団体：１／２、第三セクター：１／３

（注）公衆無線LAN環境整備支援事業については、防災拠点のみ
が対象

目 標：

外国人受入環境の整備や地域の活性化等に寄与するため、主要な観光・防災拠点等におけるWi-Fi環境の整備を2020年
に向けて推進する。

Ｗｉ－Ｆｉ環境の整備

防災拠点では、
耐災害性の高いWi-Fiにより、

来訪者や住民の
災害時の安全を確保

観光拠点では、
移動環境に適したWi-Fiにより、

訪日外国人等、観光客の
利便性を向上

Wi Fiアクセスポイント Wi Fiステ シ ン

観光拠点

観光案内所 博物館 官公署

Wi-Fiアクセスポイント Wi-Fiステーション

防災拠点

文化財
自然公園
・都市公園 スマートホン タブレット端末 スマ トホン タブレ ト端末

避難場所・避難所（学校等）

都市公園 スマ トホン タブレット端末 スマートホン タブレット端末

・必要な観光関連情報を収集
・観光客が旅行体験等を発信

・必要な災害関連情報を収集
・被災状況等を各所に配信

観光客・住民等
7


